
履修案内

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
京都大学大学院工学研究科は、基礎研究を重視して環境と調和のとれた科学技術の発展を先導するとと

もに、高度の専門能力と創造性、ならびに豊かな教養と高い倫理性を兼ね備えた人材を育成することをめ

ざします。修士課程では、広い学識と国際性を修得させ、自ら課題を発見し解決する能力を有する高度技

術者、研究者を、博士後期課程では、研究を通じた教育や実践的教育を介して、新しい研究分野を国際的

に先導することのできる技術者、研究者の育成を目指します。具体的には、次のような方針に沿って教育

を行います。

（修士課程）

学士課程での教育によって得た基礎知識及び研究能力を発展させ、より専門性を高める。

専門分野に関連し幅広い専門的知識を修得できるように、さまざまな分野を横断的に学修できるカリキ

ュラムを編成・実施し、広い学識を修得させる。

研究を通じた教育や実践的教育を介して、研究の推進能力、研究成果の論理的説明能力、学術研究にお

ける倫理性等を備え、自ら課題を発見し解決する能力を育てる。

自己の研究を各専門分野において的確に位置づけ、その成果と意義を国際的な水準で議論し、必要に応

じて協力体制を構築できる能力を育てる。

（博士後期課程）

研究分野に関連する高度で幅広い専門的知識の修得に加え、研究を通じた教育や実践的教育を介して、

研究企画・推進能力、研究成果の論理的説明能力、学術研究における高い倫理性等を備え、創造的研究チ

ームを組織し新しい研究分野を国際的に先導することのできる研究者を育成する。

学問の過度の専門化に陥ることなく、幅広い視野から自己の研究を位置づけて体系化を図るとともに、

常に進取の精神をもって未踏の分野に挑戦する領域開拓者となり得る素地を形成する。

研究の深化を図るとともに、強い責任感と高い倫理観をもってその研究を見つめ、それが人や自然との

調和ある共存という目的に適っているかどうか絶えず批判的に吟味できる力を育てる。

このような教育方針を実行するために、工学研究科では、修士課程教育プログラムに加えて、修士課程と

博士後期課程を連携する教育プログラム（博士課程前後期連携教育プログラム）を開設しています。連携

プログラムは、博士学位を有する技術者・研究者を育成するための教育プログラムです。二つの教育プロ

グラムともに、学修専門分野の学識のさらなる深化・進展を目的とする科目（コア科目・メジャー科目）、

広い学識の修得を目的とする学修専門分野とは異なる分野の科目（マイナー科目）、実践性の涵養を目的と

する科目（ 科目、インターンシップ科目）が開講されています。また、国際性

を育むために、国際インターンシップや英語で行われる授業も開講されています。

学生は、在学中、学修専門分野の研究室に配属され、教員の指導のもと特定の研究課題に取り組みます。

その成果を修士論文あるいは博士論文としてまとめていくことと、指導教員との相談のもと、教育プログ

ラムで開講される科目のなかから取捨選択し、学生の能力とキャリアパスに合わせた独自のカリキュラム

（テーラメードカリキュラム）を構成し学修していくなかで、上記教育方針でめざすところの知識と能力

を身につけられるようになっています。

平成３０年度工学研究科授業日程（化学系：４学期用）�
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【 春 期 ・ 夏 期 】� 【 秋 期 ・ 冬 期 】�

４月１日（日）� 始業日� １０月１日（月）� 始業日�

４月２日（月）～６日（金）� ガイダンス等実施期間� １０月１日（月）～１月４日（金）� 秋期授業期間�

４月６日（金）� 入学式� １１月２２日（木）～２６日（月）� １１月祭�清掃日含む��

４月９日（月）～６月２９日（金）� 春期授業期間� １１月２８日（水）� ※月曜日の授業実施�

６月１８日（月）� 創立記念日� １月７日（月）～１月１１日�金）� 秋期試験・フィードバック期間�

６月２０日（水）� ※月曜日の授業実施� １月１５日（火）～２月５日�火）� 冬期授業期間�

７月２日（月）～７月６日（金）� 春期試験・フィードバック期間� ３月２５日（月）� 大学院学位授与式�

７月９日（月）～８月３日（金）� 夏期授業期間� ３月３１日（日）� 終業日�

９月３０日（日）� 終業日� � �

� � � �

※補講等を実施する場合は、各専攻において掲示等により周知する。�
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　平成30年度授業日カレンダー

は春期または秋期授業予定日 は夏期または冬期授業予定日 は試験・フィードバック期間

創立記念日（６月１８日（月））、１１月祭期間（１１月２２日（木）、２６日（月））の授業は原則として休止になります。

　*　６月２０日（水）、１１月２８日（水）は月曜日の授業を行います。

授業調整日

４月 ５月 ６月 ７月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 � 3 � � � � 1 � 3 � � 1 � 1 � 3 � � � �

� � 10 11 1� 13 1� � � � � 10 11 1� 3 � � � � � � � � 10 11 1� 13 1�
1� 1� 1� 1� 1� �0 �1 13 1� 1� 1� 1� 1� 1� 10 11 1� 13 1� 1� 1� 1� 1� 1� 1� 1� �0 �1
�� �3 �� �� �� �� �� �0 �1 �� �3 �� �� �� 1� 1� 1� ��0 �1 �� �3 �� �3 �� �� �� �� ��
�� 30 �� �� �� 30 31 �� �� �� �� �� �� 30 �� 30 31

８月 ９月 １０月 １１月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 � 3 � 1 1 � 3 � � � 1 � 3
� � � � � 10 11 � 3 � � � � � � � � 10 11 1� 13 � � � � � � 10
1� 13 1� 1� 1� 1� 1� � 10 11 1� 13 1� 1� 1� 1� 1� 1� 1� 1� �0 11 1� 13 1� 1� 1� 1�
1� �0 �1 �� �3 �� �� 1� 1� 1� 1� �0 �1 �� �1 �� �3 �� �� �� �� 1� 1� �0 �1 �� �3 ��
�� �� �� �� 30 31 �3 �� �� �� �� �� �� �� �� 30 31 �� �� �� ��� �� 30

30

１２月 １月 ２月 ３月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 1 � 3 � � 1 � 1 �

� 3 � � � � � � � � � 10 11 1� 3 � � � � � � 3 � � � � � �

� 10 11 1� 13 1� 1� 13 1� 1� 1� 1� 1� 1� 10 11 1� 13 1� 1� 1� 10 11 1� 13 1� 1� 1�
1� 1� 1� 1� �0 �1 �� �0 �1 �� �3 �� �� �� 1� 1� 1� �0 �1 �� �3 1� 1� 1� �0 �1 �� �3
�3 �� �� �� �� �� �� �� �� �� 30 31 �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� 30
30 31 31

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　春期・秋期とも、各曜日11回の授業日と1週の試験・フィードバック期間を設けています。
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研究型

インターンシップ

科目

コア科目

開設される科目の区分

教育プログラムについて
教育プログラムの構成

京都大学大学院工学研究科には、修士課程（博士前期課程）と博士後期課程がおかれています。本研究

科には、修士課程のみの教育プログラム（修士課程教育プログラム、略称「修士プログラム」）と、修士

課程と博士後期課程を連携する教育プログラム（博士課程前後期連携教育プログラム、略称「連携プログ

ラム」）が開設されています。連携プログラムは、将来は研究者として活躍することを目指す者に対する

教育プログラムです。

修士プログラムでは、各専門分野の専門

基礎科目の講義を履修するとともに、修士

論文研究を通して研究の進め方を学びま

す。企業、研究機関等の研究者、高度技術

者として活躍することを目指す者に対す

る教育プログラムです。

連携プログラムでは、真理を探究し学術

の発展に貢献するとともに、研究チームを

組織し新たな研究をリードすることがで

きる博士学位を有する研究者の育成をめ

ざします。工学研究科高等教育院に融合工

学コースが、また各専攻に高度工学コース

が開設されています。それぞれに在籍期間

を 年、 年、 年とする つの型（「 年

型」、「 年型」及び「 年型」）が開設され

ています。開設されている教育プログラムとその選択については、上図を参照してください。

なお、選択する教育プログラムに関わらず、修士課程の修了後、博士後期課程に進学するためには、博

士後期課程入学試験に合格する必要があります。

教育指導

修士プログラムでは、主指導教員を定め、所属する専攻において提供される科目等から履修生の目的に

応じたカリキュラム構成や進路指導等、綿密な教育指導を行います。

連携プログラムの融合工学コースにおいては、主指導教員に加えて原則として 名の副指導教員を定め、

履修生の目的に応じたカリキュラム構成や進路指導等、綿密な指導を行います。副指導教員の 名は、原

則として専攻学術を異にする教員から選ばれます。履修生の学籍は、原則として主指導教員が所属する専

攻に置かれます。また、学修・研究の進展に応じて、所定の時期に進級審査等が行われます。

連携プログラムでは、幅広い学識を修得すると共に関連する領域への展開を容易にするため、主たる学

修専門領域に加えて、関連する専門領域において提供される科目の履修が指導されます。

修了要件について
修士課程教育プログラム

修士課程に 年以上在籍し、研究指導を受け、修士プログラムが定める専攻科目につき 単位以上を修

得するとともに修士論文の審査及び試験に合格した者には修士の学位が与えられます。

なお、学修・研究について著しい進展が認められる者については、在学期間を短縮して修了することが

できます。

博士課程前後期連携教育プログラム

連携プログラムは、前期 年（修士課程）及び後期 年（博士後期課程）で構成されています。連携プ

ログラムを履修する者は、修士課程に 年以上在籍し、研究指導を受け、連携プログラムが定める専攻科

目につき 単位以上を修得するとともに修士論文の審査及び試験に

合格することで、修士の学位が授与されます。

さらに、博士後期課程に 年以上在籍し、研究指導を受け、連携プ

ログラムが定める専攻科目につき 単位以上を修得するとともに、博

士論文の審査及び試験に合格することで、博士の学位が授与されます。

なお、学修・研究について著しい進展が認められる者は、審査を経

て、修士課程及び博士後期課程の通算在籍期間を、 年を限度に短縮

して修士及び博士の学位を得ることができます。

本人の志望と所属専攻の制度

に基づいてコースを選択

特に優秀な学生は３年次からの進学も可

学士課程
（標準４年）

高等教育院
各専攻

����授業科目の履修について�
���授業科目の区分�

� 修士プログラム及び連携プログラムで開講される授業科目は、コア科目、�����科目、�����科目、�������

����������������������科目、その他の科目等に区分されます。�

� 各プログラムの修了要件を満たすためには、それぞれの科目区分毎に指定された単位数を修得する必要

があります。詳細については、教育プログラム毎に指定される修了要件を参照してください。�

� 科目区分及びその内容は下表の通りです。�

科目区分� 内� � � � 容�

コア科目�
課程を修了するために履修するべき基礎科目であり、カリキュラムの根幹（コア）を形
成する科目。原則として必修科目として指定されます。�

�����科目�
課程を修了するために履修するべき、主たる学修専門領域を構成する専門基礎科目及び
応用科目。選択履修する科目として指定されます。専攻学術の特色を反映し、基礎科目、
発展科目等の名称が付される場合があります。�

�����科目�

コア科目、�����科目等で構成される主たる学修専門領域のカリキュラムに加えて、関連
する副専門領域を構成するための科目。原則として、主たる学修専門領域とは異なる専
門領域や系･専攻が提供する科目から選択履修する科目です。専攻学術の特色を反映し、
基礎科目、発展科目等の科目の他、特定の科目が指定される場合があります。�

����������������
��������科目�

演習･実験科目等の他、工学研究科の系･専攻、桂インテックセンター高等研究院、国内
外の連携研究機関等において研究を介して行われる���������������������������������
科目。���科目である研究論文（修士）及び研究論文（博士）は、それぞれ修士課程及び
博士後期課程を修了するための必修科目ですが、単位は与えられません。�

その他の科目�

指導教員が特に必要と認め、履修を承認する科目。他研究科、他大学で履修する科目、
国際研修科目等が含まれます。修得した単位を修了に必要な単位とするためには、所属
する修士課程の系・専攻、連携プログラム融合工学コースの分野及び高度工学コースの
系･専攻の定めに従う必要があります。�

� 科目によっては、複数の科目区分が指定されます。履修者は、いずれの区分の科目として受講するかを

定める必要があります。また、専攻・分野によっては、独自の科目区分を指定している場合があります。�

�

���カリキュラムの構成�

� 履修者は、指導教員の承認を得て、各自のカリキュラム（テーラーメードカリキュラム）を構成し、登

録する必要があります。�

� 修士課程及び博士後期課程に配当される授業科目と、工学研究科が提供する共通型科目は、いずれも履

修することができます。ただし、所属するコース以外のコースが開講する科目の履修を希望する場合など、

科目によっては履修できない場合あるいは修得した単位が修了に必要な単位としては認められない場合

があります。また、各専攻や各コースの科目時間割の重複等や、キャンパス間の移動に要する時間等の関

係で、科目によっては履修できない場合があります。詳細については、所属専攻等で確認してください。�

また、他研究科や学部（工学部及び他学部）の授業科目についても履修することができますが、修了に

必要な単位と認められるかどうかは、所属専攻等で確認してください。�

� なお、修士課程において履修可能な博士後期課程配当科目、博士後期課程において履修可能な修士課程

配当科目がありますが、修得した単位はいずれかの課程のみで認定されます。�

�

���履修登録�

� 工学研究科で履修を希望する授業科目については、学期の初めの指定された期間に、�������（※）上

で履修登録を行わなければなりません。履修登録のない授業科目は単位認定されません。�

※京都大学教務情報システム����������クラシス��について�

（参考��）����������������������������������������������������

� �
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教育プログラムについて
教育プログラムの構成

京都大学大学院工学研究科には、修士課程（博士前期課程）と博士後期課程がおかれています。本研究

科には、修士課程のみの教育プログラム（修士課程教育プログラム、略称「修士プログラム」）と、修士

課程と博士後期課程を連携する教育プログラム（博士課程前後期連携教育プログラム、略称「連携プログ

ラム」）が開設されています。連携プログラムは、将来は研究者として活躍することを目指す者に対する

教育プログラムです。

修士プログラムでは、各専門分野の専門

基礎科目の講義を履修するとともに、修士

論文研究を通して研究の進め方を学びま

す。企業、研究機関等の研究者、高度技術

者として活躍することを目指す者に対す

る教育プログラムです。

連携プログラムでは、真理を探究し学術

の発展に貢献するとともに、研究チームを

組織し新たな研究をリードすることがで

きる博士学位を有する研究者の育成をめ

ざします。工学研究科高等教育院に融合工

学コースが、また各専攻に高度工学コース

が開設されています。それぞれに在籍期間

を 年、 年、 年とする つの型（「 年

型」、「 年型」及び「 年型」）が開設され

ています。開設されている教育プログラムとその選択については、上図を参照してください。

なお、選択する教育プログラムに関わらず、修士課程の修了後、博士後期課程に進学するためには、博

士後期課程入学試験に合格する必要があります。

教育指導

修士プログラムでは、主指導教員を定め、所属する専攻において提供される科目等から履修生の目的に

応じたカリキュラム構成や進路指導等、綿密な教育指導を行います。

連携プログラムの融合工学コースにおいては、主指導教員に加えて原則として 名の副指導教員を定め、

履修生の目的に応じたカリキュラム構成や進路指導等、綿密な指導を行います。副指導教員の 名は、原

則として専攻学術を異にする教員から選ばれます。履修生の学籍は、原則として主指導教員が所属する専

攻に置かれます。また、学修・研究の進展に応じて、所定の時期に進級審査等が行われます。

連携プログラムでは、幅広い学識を修得すると共に関連する領域への展開を容易にするため、主たる学

修専門領域に加えて、関連する専門領域において提供される科目の履修が指導されます。

修了要件について
修士課程教育プログラム

修士課程に 年以上在籍し、研究指導を受け、修士プログラムが定める専攻科目につき 単位以上を修

得するとともに修士論文の審査及び試験に合格した者には修士の学位が与えられます。

なお、学修・研究について著しい進展が認められる者については、在学期間を短縮して修了することが

できます。

博士課程前後期連携教育プログラム

連携プログラムは、前期 年（修士課程）及び後期 年（博士後期課程）で構成されています。連携プ

ログラムを履修する者は、修士課程に 年以上在籍し、研究指導を受け、連携プログラムが定める専攻科

目につき 単位以上を修得するとともに修士論文の審査及び試験に

合格することで、修士の学位が授与されます。

さらに、博士後期課程に 年以上在籍し、研究指導を受け、連携プ

ログラムが定める専攻科目につき 単位以上を修得するとともに、博

士論文の審査及び試験に合格することで、博士の学位が授与されます。

なお、学修・研究について著しい進展が認められる者は、審査を経

て、修士課程及び博士後期課程の通算在籍期間を、 年を限度に短縮

して修士及び博士の学位を得ることができます。

本人の志望と所属専攻の制度

に基づいてコースを選択

特に優秀な学生は３年次からの進学も可

学士課程
（標準４年）

高等教育院
各専攻

����授業科目の履修について�
���授業科目の区分�

� 修士プログラム及び連携プログラムで開講される授業科目は、コア科目、�����科目、�����科目、�������

����������������������科目、その他の科目等に区分されます。�

� 各プログラムの修了要件を満たすためには、それぞれの科目区分毎に指定された単位数を修得する必要

があります。詳細については、教育プログラム毎に指定される修了要件を参照してください。�

� 科目区分及びその内容は下表の通りです。�

科目区分� 内� � � � 容�

コア科目�
課程を修了するために履修するべき基礎科目であり、カリキュラムの根幹（コア）を形
成する科目。原則として必修科目として指定されます。�

�����科目�
課程を修了するために履修するべき、主たる学修専門領域を構成する専門基礎科目及び
応用科目。選択履修する科目として指定されます。専攻学術の特色を反映し、基礎科目、
発展科目等の名称が付される場合があります。�

�����科目�

コア科目、�����科目等で構成される主たる学修専門領域のカリキュラムに加えて、関連
する副専門領域を構成するための科目。原則として、主たる学修専門領域とは異なる専
門領域や系･専攻が提供する科目から選択履修する科目です。専攻学術の特色を反映し、
基礎科目、発展科目等の科目の他、特定の科目が指定される場合があります。�

����������������
��������科目�

演習･実験科目等の他、工学研究科の系･専攻、桂インテックセンター高等研究院、国内
外の連携研究機関等において研究を介して行われる���������������������������������
科目。���科目である研究論文（修士）及び研究論文（博士）は、それぞれ修士課程及び
博士後期課程を修了するための必修科目ですが、単位は与えられません。�

その他の科目�

指導教員が特に必要と認め、履修を承認する科目。他研究科、他大学で履修する科目、
国際研修科目等が含まれます。修得した単位を修了に必要な単位とするためには、所属
する修士課程の系・専攻、連携プログラム融合工学コースの分野及び高度工学コースの
系･専攻の定めに従う必要があります。�

� 科目によっては、複数の科目区分が指定されます。履修者は、いずれの区分の科目として受講するかを

定める必要があります。また、専攻・分野によっては、独自の科目区分を指定している場合があります。�

�

���カリキュラムの構成�

� 履修者は、指導教員の承認を得て、各自のカリキュラム（テーラーメードカリキュラム）を構成し、登

録する必要があります。�

� 修士課程及び博士後期課程に配当される授業科目と、工学研究科が提供する共通型科目は、いずれも履

修することができます。ただし、所属するコース以外のコースが開講する科目の履修を希望する場合など、

科目によっては履修できない場合あるいは修得した単位が修了に必要な単位としては認められない場合

があります。また、各専攻や各コースの科目時間割の重複等や、キャンパス間の移動に要する時間等の関

係で、科目によっては履修できない場合があります。詳細については、所属専攻等で確認してください。�

また、他研究科や学部（工学部及び他学部）の授業科目についても履修することができますが、修了に

必要な単位と認められるかどうかは、所属専攻等で確認してください。�

� なお、修士課程において履修可能な博士後期課程配当科目、博士後期課程において履修可能な修士課程

配当科目がありますが、修得した単位はいずれかの課程のみで認定されます。�

�

���履修登録�

� 工学研究科で履修を希望する授業科目については、学期の初めの指定された期間に、�������（※）上

で履修登録を行わなければなりません。履修登録のない授業科目は単位認定されません。�

※京都大学教務情報システム����������クラシス��について�

（参考��）����������������������������������������������������

� �
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����工学研究科共通型授業科目について�
� 連携プログラムの融合工学コース及び高度工学コースにおいて開講される授業科目、修士プログラムに

おいて開講される授業科目に加えて、工学研究科により以下に区分された共通型科目が開講されます（「��

工学研究科共通型授業科目」参照）。これらの工学研究科共通型科目がいずれの授業科目区分に指定される

か、またこれらの科目を履修し修得した単位が課程の修了に必要な単位として認められるか否かは、履修

プログラム毎に所属専攻等で確認してください。�

���工学研究科共通科目�
専攻分野の深い専門教育に加えて、工学技術に関連する幅広い知識の修得のため、工学研究科の全
学生を対象に開講される科目�

���日本語教育科目�
留学生を対象に開講する日本語講座科目 

�

�

��６�学修の成果に係る評価の基準について�
工学研究科における学修の成果に係る評価の基準については、工学研究科における試験に関する内規に

以下のように定められています。�

第��条� 授業科目を履修した学生に対し、試験のうえ単位を与えるものとする。�

第��条� 試験の評点は、���点を満点とし、��点以上を合格点とする。授業科目によっては評点を付けな

いことがある。�

第��条� 特別実験及び演習の評点は、試験を行わずに付けることができる。�

第��条� 成績証明書を交付する場合は、「�＋」・「�」・「�」・「�」・「�」及び「�」の評語でもっ

て示す。�

第��条� 前条において、「�＋」は��点以上、「�」は��点以上、「�」は��点以上、「�」は��点以上、

「�」は��点以上とし、不合格科目の成績は、記載しない。�

�

�

��７�成績評価に関する学生からの申し立てについて�
新しく成績評価された工学研究科科目について疑問点がある場合には、成績開示の開始から各専攻等が

定める期日までに、所定の様式により所属専攻等の事務室まで申し出てください。 
� なお、申し出ができるのは、成績の誤記入やシラバス等により学生に周知した内容とは著しく異なる基

準または方法で成績評価が行われたと思われる場合に限ります。 
�

�

��８�修士課程学位審査基準（学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）より）�

修士課程の修了は、修士学位申請者が提出した修士論文が研究の学術的意義、新規性、創造性、応用的

価値を有しているかどうか、修士学位申請者が研究の推進能力、研究成果の論理的説明能力、研究分野に

関連する幅広い専門的知識、学術研究における倫理性を有しているかどうか等を基に認定されます。�

上記については、修士学位論文発表会等での口頭試問や、研究指導を受けている時に行った活動�研究

室におけるゼミナール、������������������������、インターンシップ等�を通じて評価されます。�

修士学位申請者は、修士学位論文の審査を研究科長に願い出ます。専攻長は、論文内容について発表会

等を開催するとともに、当該論文の内容調査と申請者が修士課程を修了するに十分な能力・知識を有して

いるかの調査を行い、その結果を工学研究科会議に報告します。工学研究科会議は３分の２以上の構成員

が出席した会議で調査結果に基づき判定を行います。�

専攻によっては研究指導に際して進級審査等、また論文提出に際して中間報告・審査等の独自の規定を

設けていることがあります。審査手順の詳細については所属専攻のホームページ等で確認してください。�

�

� �
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��９�博士後期課程学位取得基準（学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）より）�
博士後期課程の修了は、博士学位申請者が提出した博士論文が研究の学術的意義、新規性、創造性、応用

的価値を有しているかどうか、博士学位申請者が研究企画・推進能力、研究成果の論理的説明能力、研究分

野に関連する高度で幅広い専門的知識、学術研究における高い倫理性を有しているかどうか等を基に認定さ

れます。��

上記については、博士学位論文の予備検討委員会、調査委員会ならびに公聴会での口頭試問や、研究指導

を受けている時に行った活動（関連学会や学術誌への論文発表、国内・国際会議等での発表、研究室におけ

るゼミナール、������������������������、インターンシップ等）を通じて評価されます。��

博士学位申請者は、博士学位論文の予備検討を所属専攻の専攻長に願い出ます。専攻長は予備検討委員

会を設置し、提出された論文が博士学位論文の審査の請求に値するか否かを判断します。審査の請求に値

すると認められた場合は、工学研究科長は論文調査委員会を設置します。調査委員会は、提出された論文

について公聴会を開催するとともに、当該論文の調査と申請者が博士課程を修了するに十分な能力・知識

を有しているかの調査を行い、その結果を工学研究科会議に報告します。工学研究科会議は３分の２以上

の構成員が出席した会議で調査結果に基づき審査判定を行います。�

専攻によっては研究指導に際して進級審査等、また論文提出に際して中間報告・審査等の独自の規定を

設けていることがあります。審査手順の詳細については所属専攻のホームページ等で確認してください。�

�

�

��１０�他研究科、学部（工学部、他学部）授業科目の履修について�
� 他研究科及び学部（工学部、他学部）科目の履修を希望する場合は、予め所定の聴講願を提出し、工学

研究科長及び他の研究科（学部）の研究科長（学部長）の許可を受ける必要があります。修得した単位が

修了に必要な単位として認められるか否かは、所属専攻等で確認してください。�

� 願い出の時期や手続きなどの詳細については、別途掲示してお知らせしますので、所属専攻等の事務室

の掲示板に注意してください。�

�

�

��１１�博士課程教育リーディングプログラムについて�
� 京都大学では、優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー

へ導くため、平成��年度から博士課程教育リーディングプログラムが開始されており、工学研究科からは

以下のとおり各プログラムに参画しています。カリキュラム・プログラム履修候補生の募集等、詳細につ

いては、別途掲示等にてお知らせします。�

「グローバル生存学大学院連携プログラム」�

� � � 社会基盤工学専攻、都市社会工学専攻、都市環境工学専攻、建築学専攻、機械理工学専攻�

「充実した健康長寿社会を築く総合医療開発リーダー育成プログラム」�

� � � 機械理工学専攻、マイクロエンジニアリング専攻、原子核工学専攻、材料化学専攻、�

物質エネルギー化学専攻、分子工学専攻、高分子化学専攻、合成・生物化学専攻、化学工学専攻�

「デザイン学大学院連携プログラム」�

� � � 建築学専攻、機械理工学専攻、マイクロエンジニアリング専攻、航空宇宙工学専攻�

�

�

１����スーパーグローバルコースについて�
京都大学では、先見性を重視する本学の精神にもとづき、戦略性、創造性、展開性ならびに継続性をもっ

て世界で活躍するグローバル人材を育成するトップ型日本モデルとして、スーパーグローバル大学創成支援

「京都大学ジャパンゲートウェイ構想」を平成��年度より開始しました。この事業の一環として、海外の大

学院と連携したコースの設立に向けての活動に工学研究科化学系�専攻も参画し、平成��年度よりスーパー

グローバルコースを開設しています。�

プログラム履修候補生の募集等の詳細については、別途掲示等にてお知らせします。カリキュラムについ

ては、融合工学コース「物質機能・変換科学分野」を参照してください。�

�

� �
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����工学研究科共通型授業科目について�
� 連携プログラムの融合工学コース及び高度工学コースにおいて開講される授業科目、修士プログラムに

おいて開講される授業科目に加えて、工学研究科により以下に区分された共通型科目が開講されます（「��

工学研究科共通型授業科目」参照）。これらの工学研究科共通型科目がいずれの授業科目区分に指定される

か、またこれらの科目を履修し修得した単位が課程の修了に必要な単位として認められるか否かは、履修

プログラム毎に所属専攻等で確認してください。�

���工学研究科共通科目�
専攻分野の深い専門教育に加えて、工学技術に関連する幅広い知識の修得のため、工学研究科の全
学生を対象に開講される科目�

���日本語教育科目�
留学生を対象に開講する日本語講座科目 

�

�

��６�学修の成果に係る評価の基準について�
工学研究科における学修の成果に係る評価の基準については、工学研究科における試験に関する内規に

以下のように定められています。�

第��条� 授業科目を履修した学生に対し、試験のうえ単位を与えるものとする。�

第��条� 試験の評点は、���点を満点とし、��点以上を合格点とする。授業科目によっては評点を付けな

いことがある。�

第��条� 特別実験及び演習の評点は、試験を行わずに付けることができる。�

第��条� 成績証明書を交付する場合は、「�＋」・「�」・「�」・「�」・「�」及び「�」の評語でもっ

て示す。�

第��条� 前条において、「�＋」は��点以上、「�」は��点以上、「�」は��点以上、「�」は��点以上、

「�」は��点以上とし、不合格科目の成績は、記載しない。�

�

�

��７�成績評価に関する学生からの申し立てについて�
新しく成績評価された工学研究科科目について疑問点がある場合には、成績開示の開始から各専攻等が

定める期日までに、所定の様式により所属専攻等の事務室まで申し出てください。 
� なお、申し出ができるのは、成績の誤記入やシラバス等により学生に周知した内容とは著しく異なる基

準または方法で成績評価が行われたと思われる場合に限ります。 
�

�

��８�修士課程学位審査基準（学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）より）�

修士課程の修了は、修士学位申請者が提出した修士論文が研究の学術的意義、新規性、創造性、応用的

価値を有しているかどうか、修士学位申請者が研究の推進能力、研究成果の論理的説明能力、研究分野に

関連する幅広い専門的知識、学術研究における倫理性を有しているかどうか等を基に認定されます。�

上記については、修士学位論文発表会等での口頭試問や、研究指導を受けている時に行った活動�研究

室におけるゼミナール、������������������������、インターンシップ等�を通じて評価されます。�

修士学位申請者は、修士学位論文の審査を研究科長に願い出ます。専攻長は、論文内容について発表会

等を開催するとともに、当該論文の内容調査と申請者が修士課程を修了するに十分な能力・知識を有して

いるかの調査を行い、その結果を工学研究科会議に報告します。工学研究科会議は３分の２以上の構成員

が出席した会議で調査結果に基づき判定を行います。�

専攻によっては研究指導に際して進級審査等、また論文提出に際して中間報告・審査等の独自の規定を

設けていることがあります。審査手順の詳細については所属専攻のホームページ等で確認してください。�

�

� �
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��９�博士後期課程学位取得基準（学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）より）�
博士後期課程の修了は、博士学位申請者が提出した博士論文が研究の学術的意義、新規性、創造性、応用

的価値を有しているかどうか、博士学位申請者が研究企画・推進能力、研究成果の論理的説明能力、研究分

野に関連する高度で幅広い専門的知識、学術研究における高い倫理性を有しているかどうか等を基に認定さ

れます。��

上記については、博士学位論文の予備検討委員会、調査委員会ならびに公聴会での口頭試問や、研究指導

を受けている時に行った活動（関連学会や学術誌への論文発表、国内・国際会議等での発表、研究室におけ

るゼミナール、������������������������、インターンシップ等）を通じて評価されます。��

博士学位申請者は、博士学位論文の予備検討を所属専攻の専攻長に願い出ます。専攻長は予備検討委員

会を設置し、提出された論文が博士学位論文の審査の請求に値するか否かを判断します。審査の請求に値

すると認められた場合は、工学研究科長は論文調査委員会を設置します。調査委員会は、提出された論文

について公聴会を開催するとともに、当該論文の調査と申請者が博士課程を修了するに十分な能力・知識

を有しているかの調査を行い、その結果を工学研究科会議に報告します。工学研究科会議は３分の２以上

の構成員が出席した会議で調査結果に基づき審査判定を行います。�

専攻によっては研究指導に際して進級審査等、また論文提出に際して中間報告・審査等の独自の規定を

設けていることがあります。審査手順の詳細については所属専攻のホームページ等で確認してください。�

�

�

��１０�他研究科、学部（工学部、他学部）授業科目の履修について�
� 他研究科及び学部（工学部、他学部）科目の履修を希望する場合は、予め所定の聴講願を提出し、工学

研究科長及び他の研究科（学部）の研究科長（学部長）の許可を受ける必要があります。修得した単位が

修了に必要な単位として認められるか否かは、所属専攻等で確認してください。�

� 願い出の時期や手続きなどの詳細については、別途掲示してお知らせしますので、所属専攻等の事務室

の掲示板に注意してください。�

�

�

��１１�博士課程教育リーディングプログラムについて�
� 京都大学では、優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー

へ導くため、平成��年度から博士課程教育リーディングプログラムが開始されており、工学研究科からは

以下のとおり各プログラムに参画しています。カリキュラム・プログラム履修候補生の募集等、詳細につ

いては、別途掲示等にてお知らせします。�

「グローバル生存学大学院連携プログラム」�

� � � 社会基盤工学専攻、都市社会工学専攻、都市環境工学専攻、建築学専攻、機械理工学専攻�

「充実した健康長寿社会を築く総合医療開発リーダー育成プログラム」�

� � � 機械理工学専攻、マイクロエンジニアリング専攻、原子核工学専攻、材料化学専攻、�

物質エネルギー化学専攻、分子工学専攻、高分子化学専攻、合成・生物化学専攻、化学工学専攻�

「デザイン学大学院連携プログラム」�

� � � 建築学専攻、機械理工学専攻、マイクロエンジニアリング専攻、航空宇宙工学専攻�

�

�

１����スーパーグローバルコースについて�
京都大学では、先見性を重視する本学の精神にもとづき、戦略性、創造性、展開性ならびに継続性をもっ

て世界で活躍するグローバル人材を育成するトップ型日本モデルとして、スーパーグローバル大学創成支援

「京都大学ジャパンゲートウェイ構想」を平成��年度より開始しました。この事業の一環として、海外の大

学院と連携したコースの設立に向けての活動に工学研究科化学系�専攻も参画し、平成��年度よりスーパー

グローバルコースを開設しています。�

プログラム履修候補生の募集等の詳細については、別途掲示等にてお知らせします。カリキュラムについ

ては、融合工学コース「物質機能・変換科学分野」を参照してください。�

�

� �
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��１��大阪大学大学院との単位互換制度について�
本研究科と大阪大学大学院工学研究科、基礎工学研究科との間で、単位互換制度による授業交流（講義

科目のみ）を実施しています。履修できる科目数及び単位数は、修士課程と博士後期課程において、それ

ぞれ�科目�単位以内です。願い出の時期や手続きなどの詳細については、別途掲示してお知らせしますの

で、所属専攻等の事務室の掲示板に注意してください。�

�

�

��１４�他大学大学院又は研究所等への派遣と単位･研究指導の認定について�
国内及び国外の大学院又は研究所等において、授業科目の学修又は研究指導を受けることを志望する者

について、教育上有益と認められる場合に許可することがあります。�

なお、派遣（留学）先の機関で受けた単位･研究指導については、研究科会議の議を経て、修了に必要な

単位（��単位以内）･研究指導の一部とすることができます。�

手続きなど詳細については、教務課大学院掛にお問い合わせください。�

�

�

��１５�既修得単位の認定について�
本研究科に入学する前に大学院において履修した授業科目について修得した単位を既修得単位として

認定することがあります。 
なお、工学研究科博士課程前後期連携教育プログラムの�年型又は�年型においては、修士課程で履修

することを認められた博士後期課程配当の授業科目で、かつ、修士課程の修了に必要な単位（��単位）を

超えて修得した授業科目について、� 単位を超えない範囲で、博士後期課程における既修得単位として認

定することがあります。 
手続など詳細については、学期初めに所属専攻等の事務室に申し出てください。 

�
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 2. 平成 30 年度修士課程教育プログラム配当科目 

 

 

  PAGE 

2.1 社会基盤工学専攻 (Department of Civil and Earth Resources Engineering) 8 

2.2 都市社会工学専攻 (Department of Urban Management) 13 

2.3 都市環境工学専攻 (Department of Environmental Engineering) 18 

2.4 建築学専攻 (Department of Architecture and Architectural Engineering) 20 

2.5 機械理工学専攻(Department of Mechanical Engineering and Science) 23 

2.6 マイクロエンジニアリング専攻(Department of Micro Engineering) 26 

2.7 航空宇宙工学専攻(Department of Aeronautics and Astronautics) 29 

2.8 原子核工学専攻(Department of Nuclear Engineering) 31 

2.9 材料工学専攻(Department of Materials Science and Engineering) 33 

2.10 
電 気 系 専 攻 （ 電 気 工 学 専 攻 ・ 電 子 工 学 専 攻 ） (Department of Electrical 

Engineering・Department of Electronic Science and Engineering) 
35 

2.11 材料化学専攻(Department of Material Chemistry) 38 

2.12 物質エネルギー化学専攻(Department of Energy and Hydrocarbon Chemistry) 40 

2.13 分子工学専攻(Department of Molecular Engineering) 42 

2.14 高分子化学専攻(Department of Polymer Chemistry) 45 

2.15 合成・生物化学専攻(Department of Synthetic Chemistry and Biological Chemistry) 48 

2.16 化学工学専攻(Department of Chemical Engineering) 51 

 

 

【科目標準配当表における記号及び注意事項】 
1. ○：隔年講義で本年度は開講されるが来年度は休講の予定を示す。 

2. □：隔年講義で本年度は休講されるが来年度は開講の予定を示す。 

3. ※：他の専攻において設定された科目を示す。 

4. ◇：博士後期課程の科目を示す。 

5. ◆：修士・博士後期課程に充当可能の科目を示す。 

6. ◎：英語による授業科目を示す。 

7. △：学部科目を示す。 

8. ☆：他学部科目を示す。 

9. ★：他研究科科目を示す。 

10. ♯：工学研究科共通型授業科目を示す。 

11. ♭：大学院共通・横断教育科目を示す。 

12. 毎週授業時間数欄の（ ）内の数字は、演習・実験の時間を示す。 

13. 毎週授業時間数欄の【自】は自由学期を示し、各科目は、夏期は主に7月、冬期は主に 

1月に開講される。授業予定については科目ごとに別途通知される。 

14. 科目担当教員及び配当期は、当該年度において一部変更されることがある。 

15. 旧科目を既に修得済みの場合は、新科目を修得しても修了に必要な単位とはならない。 

科目内容の詳細（シラバス）については、 

工学研究科シラバス（http://www.t.kyoto-u.ac.jp/syllabus-gs/） 

にアクセスして確認してください。 
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